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は じ め に
成熟した樹木は樹皮,木部,髄からなり,木部と樹皮の間には分裂組織としての形成層がある｡形成層は
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p :成熟師部細胞 E :生長細胞
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第3図 一 次 壁 の モ デ ル3)
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フルクト スI6-P二二=ニブルコIス16-P 二㌧ ノ グルコ_ス






コ-ス ー I UDp-ガラク トー ス
NADH+H+



















第8図 木 部 道 管 の 肥 厚 様 式
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a) 転写調節 (transcriptionalcontrol)一一伝令 RNAの合成頻度を調節する
























(コニ フェ リルアル コール R1-OCH3)
R2-OH
しり フェニ ルア ラニ ンア ンモニア リア-ゼ
'2うシ ンナメー ト 4-ヒドロキシ ラ-ゼ
(5,14-ヒ ドロキシシ ンナ メー ト3-ヒ ドロキシ ラ-ゼ
④､シ ンナ メー ト(p-クマレー ト)CoA リガーゼ
(:5] シ ンナモ イル CoA レダウ タ-ゼ

















樋 口:木 材 形 成 の 化 学
第1表 遺伝子発現制御 の可能 な諸段階
転写調節
転写に対する DNA鋳型 (遺伝子)の有効性




伝令 RNA の変化と成熟 (翻訳に対する伝令 RNA の有効性)
伝令 RNA の輸送































木 材 研 究 資 料 第12号 (1978)
お わ り に
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